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	消　防　用

設　備　等

関　　　係


	□消火器　　　　　□屋内消火栓　　　　□連結送水管

□自動火災報知設備　　　　　　　　　　□非常警報設備

□避難タラップ　　　　　　　　　　　　□消火栓

□防火水そう　　　　　　　　　　　　　□非常用進入口

· 消防車両進入道路及び消防活動用空地



	　そ　の　他　

　 eq \o\ad(必要事項,　　　　　)

	


協　議　事　項

1. 消防水利の設置免除に関すること。

· 　開発行為に伴う区域は、「消防水利の基準を定める告示」第４条の規定に基

　　づく消防水利に至る距離が基準以下となるので設置を免除する。

2. 消防水利の設置に関すること

· 　開発行為を伴う区域内に、消火栓を設置すること。

　　なお、設置の詳細については、市水道部と協議すること。

· 　開発行為を伴う区域内に、防火水そうを設置すること。

· 　上記消防水利施設に、水利標識、表示を設置すること。

· 　消防水利施設は、消防ポンプ自動車が容易に部署できる位置に設置すること。

3. 消防活動用空地に関すること。

· 　自力避難困難な位置に設けること。

· 　容易に部署できる位置に設け、はしご車の活動に支障となる地下埋没物、
架空電線、工作物等を設けないこと。

· 　規制標識、表示等をすること。

4. はしご車等の進入道路に関すること。

· 　進入道路の屈折、段差等は、はしご車の進入に支障のない構造とすること。

5. 施設及び用地の帰属に関すること。

· 　開発者が設置した消火栓又は防火水そう及びこれに付属する用地の帰属に

　　関する事項は、市と協議すること。

· 　市に寄付採納しない防火水そうは、管理者を定め下記の事項を遵守すること。

1． 常に満水状態にすること。

2． ひび割れ等により漏水が生じた場合は、速やかに修復すること。

3． 修復工事等により一時的使用不能となる場合は、その旨消防長に届出ること。

4． 取水口（マンホール）、消防活動用空地及び進入道路の周辺に消防活動上
支障となる物件等を存置させないこと。

5． 事故防止については、万全を期すること。

6． 第三者に譲渡する場合は、第三者に前記各事項を承継させた旨の書面を消防

　　　長に提出すること。

６.この協議に必要な添付書類は、下記の表のとおりとする。
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	付 近 見 取 図
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	○

	敷　地　内　図
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	○
	○
	
	
	
	

	  配 置 詳 細 図
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７.その他

８.この協議内容で疑義が生じた場合は、その都度両者で協議する。

　　年　　月　　日

　上記の協議内容に同意します。

　　　　　　　　　　　　　開発者　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　設計者　　　　　　　　　　　　　　　　
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